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人生の目標掲
か か

げる立志の誓い
椎葉中学校 立志式（平成21年２月20日撮影）

「夢に向かって 
あきらめずに 頑張ります！」
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①ジョン先生の英会話教室　②フラワーアレンジメント教室で作ら
れた作品　③ヨガ教室でリラックス　④⑤ドライフラワーで麦わら
帽子のリース作り　⑥押し花アートに挑戦　⑦ばねくちがねのポー
チ作り

何
で
も
挑
戦
「
生し

ょ
う

涯が

い

学が

く

習し
ゅ
う

」

明
る
く 

楽
し
い 

人
生
を
！

生
涯
学
習
っ
て
何
？

　

生
き
て
い
る
間
（
生
涯
）、
何
か
を

学
ん
だ
り
習
っ
た
り
す
る
こ
と
。
そ
の

何
か
と
は
、
読
書
や
映
画
だ
っ
た
り
、

旅
行
だ
っ
た
り
、ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
り
、

学
校
に
通
い
勉
強
す
る
こ
と
だ
け
が
学

習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

文
化
活
動
、
趣
味
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
自
由
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
で
充
実
し
た
明
る
く
楽
し

い
人
生
を
！ 

さ
あ
、
何
か
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶

❹ ❷

❸

❼ ❻ ❺
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村
内
の
小
中
学
生
に
よ
る
「
椎

葉
村
の
魅
力
・
将
来
像
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
意
見
発
表
・
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
、
児
童
・
生
徒
た
ち

「
子
ど
も
の
声
を
聞
く
会
」

の
す
ば
ら
し
い
発
表
態
度
や
内
容

に
、
会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
、
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
村

民
３
４
０
人
が
集
ま
り
、
第
20
回
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
人

権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
や
実
践
発

表
、小
中
学
生
の
意
見
発
表
や
記
念
講
演

な
ど
、多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
押
し
花

を
使
っ
た
体
験
教
室
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲実践発表「バッキー ＆ OK
ダンシングチーム」によ
るフラダンス

▲永江靜加さんによる講演
「みるみる元気が出る話」

生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

村
民
み
ん
な
が
主
役
！

司会 佐藤 宗一さん
（不土野小教頭）

安藤 有希 さん
（松尾小６年）

椎葉 一馬 くん
（尾向小６年）

那須 加菜美 さん
（鹿野遊小６年）

椎葉 駿輔 くん
（椎葉小６年）

中瀬 大士 くん
（椎葉中２年）

甲斐 智美 さん
（松尾中２年）

那須 美由紀 さん
（不土野小６年）

黒木 千広 さん
（小崎小６年）

黒木 裕志 くん
（大河内小５年）

▲生涯学習フェスティバルで行われた「子どもの声を聞く会」。小学校７校、中学校２校の代表者
が意見発表を行いました。
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人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

　

人
権
と
は
、
私
た
ち
が
幸
せ
に
生
き
る

た
め
の
権
利
で
、
人
種
や
民
族
、
性
別
を

超
え
て
万
人
に
共
通
し
た
一
人
ひ
と
り
に

備
わ
っ
た
権
利
で
す
。
し
か
し
、
現
在
も

人
権
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
外
国
人
、
同
和
問
題
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

椎
葉
村
の
人
権
擁よ

う

護ご

委
員

　

本
村
に
は
３
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち

で
、地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、

人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守

り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

▲人権擁護委員のみなさん。左
から椎葉吉人さん（向山日添）、
甲斐昭利さん（旧岩屋戸）、

　古川アヤ子さん（尾田山中）

心
を
育
て
る

　
　
「
人
権
の
花
運
動
」

　

人
権
の
花
運
動
と
は
、
花
を
育
て

る
こ
と
で
命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り

の
心
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の

運
動
で
す
。
全

国
の
小
学
校
で

実
施
さ
れ
、
平

成
20
年
度
は
鹿

野
遊
小
学
校
の

児
童
が
取
り
組

み
ま
し
た
。

▲出
で

口
ぐち

真
ま

樹
き

さん（松尾中３年）と那須 悠
はる

斗
と

くん（椎
葉小４年）が手にしているのは「人権の花運動」
の紙ふうせん。長崎県内の２つの小学校から手
紙と花の種を運び飛んできました。

宮
崎
県
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象

に
「
人
権
に
関
す
る
作
品
」
と
し
た
作

文
と
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
が
毎
年
募
集
さ

れ
て
ま
す
。
平
成
20
年
度
は
、
作
文
に

９
，２
９
４
編
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中

の
小
学
生（
３
年
生
以
下
）の
部
で
河か

わ

野の 

一い
っ

晴せ
い

く
ん（
松
尾
小
１
年
）が
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
崎
地
方
法

務
局
に
よ
る
「
小
学
生
人
権
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
大お

お

野の 

真ま

由ゆ

子こ

さ

ん（
椎
葉
小
４
年
）が
日
向
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▲表彰式で知事から受賞を
受けた河野一晴くん

▲人権ポスターが表彰された
　大野 真由子さん

椎
葉
村
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
８
回
椎
葉
村
「
人
権
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
村
内
の
小
・
中

学
校
か
ら
５
０
４
点
（
標
語
２
３
７
点
・

毛
筆
２
０
１
点
・
硬
筆
66
点
）
の
応
募

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
最
優
秀

賞・優
秀
賞・奨
励
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

▲椎葉村生涯学習フェス
ティバルでの表彰式

　（２月22日）

毛
筆
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

出
口 

真
樹 

さ
ん
（
松
尾
中
３
年
）

【
優
秀
賞
】

　

那
須 

菜
奈
美 

さ
ん
（
不
土
野
小
１
年
）

　

那
須 

美
由
紀 

さ
ん
（
不
土
野
小
６
年
）

硬
筆
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

植
村 

亮
介 

く
ん
（
椎
葉
小
２
年
）

【
優
秀
賞
】

　

松
岡 

主
真 

く
ん
（
松
尾
小
１
年
）

標
語
の
部

【
最
優
秀
賞
】

　

椎
葉 

康
介 

く
ん
（
小
崎
小
６
年
）

【
優
秀
賞
】

　

甲
斐 

駿
星 

く
ん
（
松
尾
中
３
年
）

　

田
崎 

菜
那 

さ
ん
（
鹿
野
遊
小
３
年
）

「
人じ

ん

権け
ん

」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？



Public Relations of  SHIIBA � 2009（H21）３月号

健康
レシピ

豆腐ハンバーグ 鶏ひき肉　200ｇ
木綿豆腐　１/２丁（200g）
ねぎみじん切り
　　　　　大さじ３（18g）
しょうがみじんぎり
　　　　　小さじ１（４g）
ひじき水煮　40g
　（乾燥ひじきなら10g）

⑯

【栄養成分】※１人分　エネルギー：188kcal

たんぱく質：15.4ｇ　脂質：11.8ｇ　塩分：0.7ｇ

カルシウム：98㎎　　鉄分：1.7㎎

　脳や体中に酸素を運ぶ・体温を保つ・疲労を
防ぐなどの働きをするヘモグロビン（血液中の赤
血球に含まれています）の材料となるのが鉄で
す。鉄が不足すると、顔色が悪くなる、感染症
にかかりやすくなる、貧血による動悸や息切れ、
疲れやすくなるなどの症状があらわれます。
　鉄は、レバー、肉（特に赤身）、かつお、卵黄、
あさり、豆腐、きな粉、切り干し大根、ほうれん

◆ 作り方 ◆

① ひじきは水気をきる。乾燥ひじきなら水に戻して水気をきる。

② 卵の素を泡立て器などでよく混ぜ合わせる。

③ ひき肉と豆腐をよく混ぜ、ねぎ、しょうが、ひじき、卵の素、酒を加えて

混ぜ合わせる。

④ ③を４等分にして小判型にし、熱したフライパンで両面をこんがりと焼く。

またはアルミホイルに乗せオーブンで焼く。

⑤ 器に盛りドレッシングをかける。

※ つなぎとして「卵の素」を使うことでのどの通りがよくなり、高齢者でも

飲み込みやすくなりますよ。

◆ 材　料 ◆ ※４人分

バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
の
取
り
方
を

覚
え
ま
し
ょ
う
！

役場　福祉保健課

黒木 美郷 管理栄養士

そう、小松菜、ひじきなどに多く含まれています。
　食品に含まれる鉄は、吸収のよいもの（レバー
などの内臓、肉、魚）と吸収の難しいもの（卵、
貝類、豆類、野菜、海藻）に分けられます。た
んぱく質（肉、魚、卵、大豆製品、牛乳・乳製品）
やビタミンＣ（みかん、いちご、柿、緑黄色野菜
など）と合わせて食べると吸収がさらによくなり
ますので、色 な々食品をとり混ぜて食べましょう。
　今回のレシピでは肉、卵黄、豆腐、ひじき
を使っています。

しっかりとりたい「鉄
てつ

」

　　卵　　黄　１個
　　サラダ油　大さじ１（12g）

酒　　　　　　小さじ２（10g）
ノンオイルドレッシング
　　　　　　　大さじ２（30g）

あなたの食事は大丈夫？
　食事バランスガイドとは「食事の基
本」を身につけるための望ましい食事
のとり方やおおよその量をわかりやす
くしたものです。１日に「何を」「ど
れだけ」食べたらよいかがイラストで
示されていて、毎日の食事を 主食／
副菜／主菜／牛乳・乳製品／果物 の
５つに区分し、区分ごとに「つ（SV）」
という単位を用いて表します。
　ちなみに、今回のレシピ（豆腐ハン
バーグ）は、主菜２つ分になります。

卵
の
素
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むらのできごと

　県内のむらづくり活動の優良事例を表彰する「むらづく
りコンクール」において、本村のむらおこしグループ「夢織会」

が、大賞に次ぐ優秀賞を受
賞しました。夢織会は梅酒

「姫
ひめ

伝
でん

説
せつ

」用の青梅生産グ
ループとして平成元年に活
動をスタート。梅の木のオー
ナー制度を導入し、各種交
流イベントを実施するなど、
これまでの取り組みが高く
評価されました。

▲会員数は13人。平成15年に加工センターを建設して
商品開発にも力を入れています。

夢
ゆめ

織
おり

会
かい

が むらづくり優秀賞を受賞

▲会長の松岡伸一さんが
村長へ受賞を報告

　（２月20日・村長室）

▲甲斐眞后教育長の案内でイノシシのはく製を見学され
た秋篠宮さま。つるす方向や猟を行う方角などを詳し
くご質問になられていました。

　（２月19日・椎葉民俗芸能博物館）

被
災
地
の
復
興
を
記
念

　
　
　

桜
の
苗
木
を
植
樹

　

秋
篠
宮
さ
ま
が
２
月
19
日
に
椎
葉
村
へ

お
越
し
に
な
ら
れ
、
二
日
間
の
日
程
で
、

八
村
杉
や
椎
葉
民
俗
芸
能
博
物
館
の
見

学
、九
州
大
学
宮
崎
演
習
林
内
で
の
散
策
、

イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ミ
ツ
バ
チ
の
観
察
、

焼
畑
地
の
見
学
な
ど
を
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
ご
訪
問
は
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学

の
『
九
州
山
地
の
自
然
と
人
の
現
在 

−

森
、
イ
ノ
シ
シ
、
焼
き
畑

−

』
を
テ
ー
マ

と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
（
20
人
）
の
一
員

と
し
て
の
ご
参
加
。
宮
内
庁
の
公
式
訪
問

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
厚
意
に

よ
り
、
平
成
17
年
の
台
風
災
害
現
場
跡
地

に
、
復
興
の
記
念
と
し
て
桜
の
苗
木
を
植

樹
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
所
で

は
、
３
月
８
日
に
村
民
な
ど
が
参
加
す
る

「
平
家
さ
く
ら
の
森
植
樹
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
秋
篠
宮
さ
ま
の

ご
訪
問
は
、
皇
室
関
係
者
と
し
て
は
実
に

30
年
ぶ
り
、
本
村
で
宮
崎
国
体
の
山
岳
競

技
が
行
わ
れ
た
昭
和
54
年
に
三
笠
宮
両
殿

下
が
ご
訪
問
に
な
ら
れ
て
以
来
の
で
き
ご

と
で
す
。

秋あ
き
し
の
の
み
や

篠
宮
さ
ま
が
研
究
調
査
で
椎
葉
村
を
訪
問

　１月27日、村長室において、山中俊雄さんへの高齢
者叙勲（旭

きょく

日
じつ

単
たん

光
こう

章
しょう

）の伝達が行われました。
　山中さんは、昭和34年から３期12年、本村議会議員
として、村議会並びに村行政の円滑な運営と発展に貢
献されました。先に受章された那須保さんと同様、88
歳をお迎えになり、今回の受章となりました。

【高齢者叙勲とは】春秋叙勲により勲章を授与されて
いない功労者のうち、米寿である88歳になった方を対
象として授与されるものです。

自
治
功
労
者
へ
高
齢
者
叙じ

ょ

勲く
ん

山
中 

俊と
し

雄お 

さ
ん
（
88
歳
）

上
椎
葉
（
桑
の
木
原
）
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丑年生まれの年男　山中 正
ま さ

敏
と し

 さん（83歳）

上椎葉（桑の木原）　（平成20年12月13日撮影）

丑
椎葉牛　

飛躍の年
！２００９

椎葉
晃充
村長の

２月の
動き▲村議会臨時会で補正

予算提案説明（12日）

２
日　

庁
議

　
　
　

県
道
上
椎
葉
湯
前
線
期
成
同
盟
会

　
　
　
　

陳
情
（
日
向
市
・
宮
崎
市
）

３
日　

後
期
高
齢
者
審
査
会
（
宮
崎
市
）

７
日　

江
藤
拓
代
議
士
講
演
会（
日
向
市
）

９
日　

椎
葉
五
家
荘
線
県
道
昇
格
期
成

　
　
　
　

同
盟
会
陳
情
（
日
向
市
）

10
日　

全
国
過
疎
自
立
促
進
連
盟

　
　
　
　

理
事
会
（
東
京
都
）

12
日　

村
議
会
臨
時
会

　
　
　

消
防
部
長
会

13
日　

県
町
村
会
正
副
会
長
会（
宮
崎
市
）

16
日　

後
期
高
齢
者
医
療

　
　
　
　

広
域
連
合
議
会
（
宮
崎
市
）

17
日　

総
合
事
務
組
合
議
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
町
村
会
役
員
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　

地
域
振
興
対
策
部
会
長
会（
宮
崎
市
）

18
日　

過
疎
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　

中
央
活
動
（
東
京
都
）

19
日　

緑
資
源
機
構
会
議
（
東
京
都
）

20
日　

入
札
会

22
日　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

23
日　

入
郷
衛
生
組
合
議
会
（
美
郷
町
）

24
日　

自
治
会
館
管
理
組
合
議
会（
宮
崎
市
）

　
　
　

県
町
村
会
定
期
総
会
（
宮
崎
市
）

　
　
　
地
域
振
興
対
策
協
議
会
総
会（
宮
崎
市
）

25
日　

次
世
代
育
成
対
策
協
議
会

　
　
　

青
少
年
問
題
協
議
会

　
　
　

国
保
運
営
協
議
会

26
日　

日
向
入
郷
広
域
連
合
議
会（
日
向
市
）

27
日　

耳
川
林
業
理
事
会
（
日
向
市
）

むらのできごと

　

３
月
に
な
る
と
卒
業
や
転
勤
で
椎
葉

を
離
れ
て
し
ま
わ
れ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
村
内
の
み
な
さ

ん
へ
お
届
け
し
て
い
る「
広
報
し
い
ば
」

は
、
村
外
で
暮
ら
す
椎
葉
村
出
身
の
方

な
ど
へ
も
毎
月
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
役
場
「
広
報
し
い

ば
」
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問い合わせ先
〒883-1601　宮崎県東臼杵郡
　椎葉村大字下福良1747番地20
椎葉村役場 総務課「広報しいば」係
　☎０９８２−６７−３２０３
　０９８２−６７−２８２５

「広報しいば」を
お届けします！

送付協力金1,000円（１年分）

　病気やケガが原因で臓器に機能障がいを負い、手術
によって人工的に腹部へ人工肛門や人工ぼうこうなど
の「排泄口（ストーマ）」を造設した人を「オストメイト」
と言います。オストメイトの人は溜まった排泄物を一
定時間ごとに便器や汚物流しに捨てるのですが、その
時に汚物を溜めていた袋（パウチ）などを洗浄するの
が、この「オストメイト対応トイレ」となります。

▲今回は、すこやか館、開発センター、上椎葉宮ノ下
観光トイレが整備されました。

「オストメイト対応トイレ」を整備

大
き
く
見
え
ま
す

大
き
く
聞
こ
え
ま
す

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
の
視
覚
・
聴
覚

を
補
助
す
る
情
報
支
援
の
道
具
と
し

て
、
拡か

く

大だ
い

読ど
く

書し
ょ

器き

と
助じ

ょ
ち
ょ
う
き

聴
器
が
、
病
院
、

す
こ
や
か
館
窓
口
、
役
場
窓
口
（
税
務
住

民
課
）
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
種
手

続
き
を
行
う
場
合
な
ど
に
便
利
で
す
。
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▶
小
さ
な
文
字
を
拡
大
し
て
画
面
に
表
示

す
る
「
拡
大
読
書
器
」

▶
耳
に
当
て
て
使
用
す
る
「
助
聴
器
」。

　

会
話
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。

華
や

か
に

 笑
顔

の
花

咲
く

 晴
れ

姿
椎

葉
村

成
人

式
（

平
成

2
1

年
１

月
４

日
撮

影
）

2広
報

2009  FEBRU
A

RY

N
o

.664

笑
顔
でピー
ス
♪

3
2009  MARCHNo.665

広報

人生の目標掲
か か

げる立志の誓い
椎葉中学校 立志式（平成21年２月20日撮影）

「夢に向かって あきらめずに 頑張ります！」
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　テレビがデジタル放送になると、高画質のハイビジョン放送や、天気予
報などのデータ放送を、いつでも見ることができるようになります。
　しかしながら、山間部の本村では地形等の影響により、700世帯以上で
テレビ放送を見ることができなくなる恐れがあります。
　椎葉村では、村内全てのご家庭で安心してデジタル放送をご覧いただく
ために、ケーブルテレビ施設の整備を行います。これは、光ファイバーと
呼ばれるケーブルで全世帯、全事業所等を結ぶことにより、村全体をひと
つの共同受信施設にするものです。

　ケーブルテレビ施設の整備に
ついては、多大な事業費と時間が
必要です。最小の経費で、より良
いサービスが提供できるよう努
めて参ります。
　また、住民の皆様のご理解を深
めていただくために、数回に分け
て広報紙でご説明しますととも
に、各公民館での住民説明会も行
う予定にしています。
　現在、組合長を通じて「地域情
報化に関するアンケート調査」を
行っております。調査へのご協力
をお願いいたします。

シリーズ　光でつながる椎葉村 ①

2011年7月24日までにアナログテレビ放送は終了し、
デジタルテレビ放送に完全移行します。

アナログテレビ放送は2011年7月24日までに終了。残り28ヶ月！

尾八重地区

尾向地区

上椎葉地区

鹿野遊地区
仲塔地区

小崎地区

大河内地区

栂尾地区

松尾地区

不土野地区

椎葉放送
センター

椎葉村
光ファイバー網

【ケーブルテレビのイメージ】

椎葉デジタル中継局
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話
し
手
の
椎
葉
智
成
さ
ん
は
、
椎
葉
厳
島
神

社
宮
司
。
右
は
、
ま
さ
し
く
椎
葉
厳
島
神
社
の

縁
起
で
あ
り
、
椎
葉
那
須
本
家
の
家
伝
。
ひ
い

て
は
上
椎
葉
・
下
椎
葉
・
十
根
川
等
々
の
地
域

の
本
縁
譚ば

な
し
を
な
す
も
の
。
そ
し
て
さ
ら
に
は
現

在
の
『
平
家
の
里 

椎
葉
村
』
の
誇
り
と
な
っ

て
い
る
伝
説
で
あ
る
。

　

さ
て
、
臼
杵
又
の
椎
葉
ユ
キ
ノ
さ
ん
が
、
祖

父 

虎
次
郎
さ
ん
、
祖
母 

イ
ト
さ
ん
、
父 

源
次

郎
さ
ん
か
ら
椎
葉
の
民
話
を
話
し
て
も
ら
う
と

き
「
お
前
ど
も
は
、ま
ぁ
ゆ
う
聞
い
ち
ょ
け
よ
」

と
言
っ
て
、
人
生
上
の
心
得
、
ぜ
ひ
と
も
祭
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
神
仏
、
村
の
歴
史
、
大
切

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
お
宅
の
話
な
ど
、
温

か
な
火
の
燃
え
る
地
炉
を
囲
ん
で
話
し
て
も

ら
っ
た
、
と
懐
か
し
そ
う
に
語
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
。
民
話
は
、
各
家
庭
で
、
そ
の
家
々
の
教

育
と
し
て
し
っ
か
り
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
鹿
児

島
県
高
山
町
で
の
こ
と
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
に

民
話
を
語
る
と
き
、
必
ず
約
束
さ
せ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。「
と
ん
と
あ
る
話
。
あ
っ
た
か
、

な
か
っ
た
か
は
知
ら
ね
ど
も
、（
先
祖
の
言
い

伝
え
は
）
昔
の
こ
と
な
れ
ば
、
な
か
っ
た
こ
と

も
、
あ
っ
た
こ
と
に
し
て
聞
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

よ
い
か
」と
い
う
の
で
あ
る
。
民
話
の
本
質
は
、

そ
の
村
、
そ
の
家
庭
の
先
祖
以
来
の
教
育
で

あ
る
。

　

例
え
ば
、『
日
本
神
話
』
は
、
荒こ

う

唐と
う

無む

稽け
い

か

も
し
れ
な
い
が
、
国
民
精
神
の
根
本
を
な
す

も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
研
究
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
本
筋
ま
で

い
じ
っ
た
こ
と
は
な
い
し
、
疑
っ
た
こ
と
も
な

い
。
椎
葉
の
民
話
は
、
椎
葉
の
先
祖
伝
来
の
宝

で
あ
る
。
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
あ

る
。（
続
く
）

　
（
山
中
耕
作
）

逢
う
瀬
を
ば
重
ね
て
お
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

二
人
が
い
っ
ぺ
ん
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
の
う
、
大
八
郎
は
鶴
富
姫
の
た
め
ぇ
と
思
う

て
、
陣
山
に
、
平
家
の
氏
神
の
厳
島
神
社
の
御

分
霊
を
勧
請
し
て
、
椎
葉
厳
島
神
社
を
ば
建
立

し
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

や
が
て
三
年
の
月
日
が
た
っ
て
の
う
、
平

穏
な
日
々
ば
か
り
が
過
ぎ
た
あ
る
日
の
こ
と

じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。
主
人
の
頼
朝
か
ら
、

鎌
倉
へ
戻も

ど

る
よ
う
に
命
令
が
来
た
と
よ
の
う
。

そ
の
時
ぃ
鶴
富
姫
は
孕は

ろ

う
で
い
た
と
じ
ゃ
け
ん

ど
も
が
、主
命
と
あ
り
ゃ
あ
い
た
し
か
た
ね
ぇ
、

腹
の
子
は
我
が
子
だ
ち
ゅ
う
お
墨
付
き
に
の
う

「
汝 

懐か
い

妊に
ん 

我
覚お

ぼ

え
有
り
。
男
子
な
ら
ば
本
国

下し
も
つ
け野
の
国
に
連
れ
来き

た

る
べ
し
。
女
子
な
ら
ば
そ

の
儀
に
及
ば
ず
。
勝
手
に
取
り
謀は

か

ら
ふ
べ
き
も

の
な
り
」
と
書け

ぇ
添
え
て
、
証
拠
の
品
に
『
天あ

ま

国く
に

』
の
銘
の
あ
る
短
刀
を
ば
与
え
、
本
陣
だ
っ

た
十
根
川
の
神か

み

山や
め

ぇ
八
村
杉
を
ば
記
念
に
植
え

て
た
い
、
立
ち
去
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

さ
て
の
う
月
満
ち
て
生
ま
れ
た
子
供
は
、
女

の
子
だ
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。
鶴
富
姫
は
の
う
、

や
が
て
婿
を
ば
迎
え
て
の
う
、
那
須
下
野
守
宗

吉
と
名
乗
ら
せ
、
椎
葉
村
に
新
た
に
那
須
家
を

た
て
さ
せ
、
現
在
も
そ
の
子
孫
が
栄
え
て
お
る

と
た
い
。

　
（
聞
き
手　

椎
葉
浪
子
・
山
中
耕
作
）

※
①
高
ぃ 

＝ 

険
し
い

※
②
山
あ
い 

＝ 

山
々

※
③
さ
る
き 

＝ 

歩
き
周
り

※
④
こ
て
え 

＝ 

こ
と
で

※
⑤
ふ
し
ん
し
た 

＝ 

葺ふ

い
た

※
⑥
い
っ
ぺ
ん
に 

＝ 

い
っ
し
ょ
に

※
⑦
む
ぞ
う
に
な
り 
＝ 

か
わ
い
そ
う
に
な
っ
て

※
⑧
閼
迦
の
水 
＝ 
陣
山
と
鶴
富
屋
敷
の
間
に

あ
る
渓
流
跡
の
『
鶴
富
姫
の
化
粧
の
水
』

と
呼
ぶ
泉

※
⑨
ね
き
ぃ 

＝ 

そ
ば　

※
文
中
で
は
現
在
の

鶴
富
屋
敷

り
を
ば
鞍
岡
村
と
呼
び
、
後
に
は
、
大
字
鞍
岡

ち
ゅ
う
よ
う
に
な
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

そ
う
し
て
国
見
峠
を
ば
越
え
た
大
八
郎
共ど

ま

ぁ
、

十
根
川
に
来
て
の
う
、
仮
屋
園
ち
ゅ
う
と
け
ぇ

本
陣
を
ば
構
え
た
ち
ゅ
う
た
い
。
俄

に
わ
か

造づ
く

り
の

た
め
ぇ
屋
根
を
ば
椎
の
枝
で
ふ
し
ん
し
た
※
⑤

ち
ゅ
う
た
い
。
そ
れ
じ
ゃ
か
ら
、
こ
の
土
地
の
名

を
ば
「
椎
葉
」
ち
ゅ
う
て
、
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
げ
な
た
い
。
そ
う
し
て
、
神
山
に
十
根
川
神

社
を
ば
祭
り
、
平
家
落
人
を
ば
探
す
う
ち
に
の

う
、
今
の
椎
葉
厳
島
神
社
や
椎
葉
民
俗
芸
能
博

物
館
の
あ
た
り
ぃ
に
移
っ
て
の
う
、
探
し
回
っ
た

と
よ
の
う
。
そ
し
た
な
ら
、
京
言
葉
を
ば
話
す

百
姓
が
お
っ
た
と
よ
の
う
。
そ
っ
で
す
ぐ
、
平
家

の
落
人
共
ぁ
分
か
っ
た
ど
も
が
、
こ
の
者
共
ぁ
、

太
刀
・
弓
矢
を
ば
捨
て
て
し
ま
っ
て
の
う
、
平
家

再
興
の
希
望
も
無
う
な
っ
て
し
も
う
て
、
村
人

と
い
っ
ぺ
ん
に
※
⑥
な
っ
て
、
焼
畑
や
農
作
業
に

打
ち
込
み
、
穏
や
か
に
暮
ら
そ
う
と
し
と
る
姿

を
ば
見
た
と
こ
ろ
が
、
大
八
郎
は
む
ぞ
う
に
な

り
※
⑦
、
見
逃
す
こ
と
に
し
た
と
よ
の
う
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
さ
な
か
に
の
う
、
大
八

郎
は
い
つ
の
間
に
か
、
平
家
の
末
裔
の
鶴
富
姫

と
仲
の
良
う
な
り
、
恋
い
仲
に
な
っ
て
し
も
う

た
と
た
い
。
後
に
下
福
良
の
尾
八
重
で
唄
わ
れ

始
め
、
椎
葉
村
は
も
と
よ
り
、
九
州
の
代
表
的

民
謡
に
な
っ
た
『
稗ひ

え

搗つ
き

節ぶ
し

』
に
、

　
　
　

庭
の
山さ

ん

椒し
ゅ
うの
木　

鳴
る
鈴
掛
け
て

と
唄
わ
れ
て
お
る
の
は
、
二
人
の
恋
い
を
民
謡

に
し
た
も
の
で
あ
る
と
た
い
。
二
人
と
も
堂
々

と
逢
え
ん
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
陣
山
の
下
の
閼あ

迦か

の
水
※
⑧
の
側ね

き

ぇ
生
え
と
る
山
椒
の
木
に
の

う
、鈴
を
ば
掛
け
て
置
ぇ
て
、そ
れ
を
ば
鳴
れ
ぇ

て
は
、
そ
ん
ね
き
ぃ
※
⑨
住
ん
ど
る
鶴
富
姫
と

　

長
門
壇
ノ
浦
の
戦
い
に
敗
れ
た
平
家
一
門
の

多
く
は
の
う
、
安
徳
天
皇
・
二
位
の
尼
と
と
も

に
の
う
、
関
門
海
峡
の
底
の
藻も

屑く
ず

と
消
え
た

ち
ゅ
う
こ
と
じ
ゃ
が
、
一
部
の
者
共ど

ま

ぁ
、
落
人

と
な
っ
て
の
う
、
戦

い
く
さ

場ば

を
ば
逃
げ
出で

ぇ
て
、
豊

前
か
ら
、
ど
こ
を
ど
う
這は

い
回
っ
て
来
た
と

か
は
分
か
ら
ん
ど
も
が
あ
、
隠
れ
場
所
を
探さ

げ

ぇ

て
、高た

ち

ぃ
※
①
山
あ
い
※
②
を
ば
さ
る
き
※
③
、

や
っ
と
の
こ
て
ぇ
※
④
、
日
向
の
椎
葉
の
山
中

に
た
ど
り
着
き
、
隠
れ
住
ん
だ
ち
ゅ
う
た
い
。

　

そ
の
後あ

と

を
ば
追
っ
て
の
う
、
頼
朝
の
命
令
で

た
い
、兄
那
須
与
一
宗
隆
に
代
わ
っ
て
弟
の
大
八

郎
宗
久
が
、
椎
葉
に
や
っ
て
来
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

宮
崎
県
の
五
ヶ
瀬
町
の
藤
岡
吉
照
さ
ん
の
話

に
よ
れ
ば
の
う
、
大
八
郎
は
、
五
ヶ
瀬
町
の
鞍

岡
の
祇
園
神
社
に
来
て
た
い
、
欅け

や
き
・
栃と

ち

の
木
を

ば
植
え
た
ち
ゅ
う
が
、
こ
こ
ま
で
来
た
て
ぇ
、

こ
の
先
、
山
あ
い
が
高
ぃ
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、
馬

に
乗
っ
て
は
越
え
き
れ
そ
う
も
ね
ぇ
と
、
思
う

た
と
じ
ゃ
ろ
う
の
う
、
そ
こ
で
の
う
、
馬
の
鞍

を
ば
外は

じ
ぃ
て
捨
て
さ
ね
ぇ
、
馬
だ
け
を
牽ひ

い

て
、
国
見
峠
（
一
二
四
〇
米
）
を
ば
越
え
る
こ

て
ぇ
し
た
と
よ
の
う
。
こ
の
失う

し
て
た
鞍
は
、

今
で
も
の
う
五
ヶ
瀬
町
大
字
鞍
岡
字
寺
町
東
光

寺
の
一
水
教
和
さ
ん
の
お
宅
に
あ
る
ち
ゅ
う
こ

と
た
い
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
の
う
、
こ
の
辺あ

た

椎
葉
の
民
話
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「
鶴
富
姫
と
大
八
郎
の
恋
」

（
前
編
）

語
り
手　

椎
葉 

智と
も

成な
り 

さ
ん

上
椎
葉
（
下
一
）

昭
和
47
年
１
月
16
日
生
ま
れ

椎
葉
の
散
歩
道
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月に椎茸原木に産卵し、生まれた幼
虫が木を食害しボロボロにします。
防止対策としては、植菌したら防虫
ネットで覆うのがベストですが、被
害が直径10cm程度以下の原木に多く
見られるため、小径木と大径木を仕
分けした上で伏せ
込み、ネット掛け
を行うと被害を抑
制出来ます。また、
菌が蔓延した部分
は食害しない傾向
にあるので、早く
ほだ化する事も対
策のひとつです。
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 特用林産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

「平家まつり2008」
ＤＶＤ＆ＶＨＳ 販売中！

　昨年開催された「椎葉平家まつり
2008」の様子を収めた記録ビデオが
完成しました。
　たくさんの方のご注文をお待ちし
ております。

■規格：ＤＶＤ・ＶＨＳテープ
■価格：各2,000円
■注文先：役場 総務課
　☎０９８２−６７−３２０３

映画「しゃぼん玉」
撮影予定を延期します

　本村を舞台とした映画「しゃぼん玉」
の撮影が３月末から実施される予定でし
たが、映画制作会社の都合により、本年
の11月以降に延期することになりました。
　正確な撮影時期は、決定次第お知
らせいたします。
■問い合わせ先
　役場 総務課 商工観光係
　　☎０９８２−６７−３２０３

　椎葉村観光協会
　　☎０９８２−６７−３１３９

有効利用で負担軽減！
村奨学資金貸付制度

　椎葉村には、学生の保護者の負担を
軽減するため、２種類の奨学資金貸付
制度があります。ぜひ、ご利用ください。

【椎葉村奨学資金貸付制度】
■対象者　椎葉村出身の学生・生徒
　（椎葉村在住の保護者）
■貸付金額（月額）
　高　校　生・40,000円以内
　専門学校生・40,000円以内
　大　学　生・45,000円以内
　獣 医 学 生・50,000以内
　医　学　生・80,000円以内
■申込期限　４月22日（水）
■その他　申込手続、返還方法など、
詳しくは椎葉村教育委員会まで問い
合わせください。
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会 学校教育係
　　☎０９８２−６７−２８５０

【椎葉村林業後継者育英資金】
■対象者　将来林業に従事することを目
指す椎葉村出身の高校生（椎葉村在住で
森林保有または林業に就業する保護者）
　なお、生徒が卒業後に林業に従事
した場合には、その年度の返還が免
除されます。
■貸付金額（月額）
　自宅通学生・15,000円
　自宅外通学生・20,000円
　　　　　または25,000円
■申込期限　４月15日（水）
■その他　申込手続、返還方法など、
詳しくは椎葉村役場までお問い合わ
せください。
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 林業係
　　☎０９８２−６７−３２０６

乾
ほ し

椎
し い

茸
た け

入札会の結果
　平成21年 第２回乾椎茸入札会の
結果をお知らせします。
■期日　２月18日
■場所　経済連椎茸流通センター
　　　　（日向市）

【出品箱数】　41箱（−140）

　　　※全体 505箱（−346）
【平均価格】　3,312円（−259）
　　　※全体 3,492円（−172）

【高　　値】　4,980円
　（品柄：香

こ う

菇
こ

 並 中葉）
　　※全体 6,010円（スライス）
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 特用林産係
　　☎０９８２−６７−３２０６

椎葉村への「ふるさと納税」
ありがとうございます

　椎葉村へのふるさと納税をいただ
きました。お申し出のあった目的のた
めに、大切に使わせていただきます。

【11月〜２月分】
　喬橋 英憲 様（福岡県福岡市）
　河口 道広 様（宮崎県延岡市）
　松岡 辰夫 様（香川県高松市）
　一色 俊二 様（愛媛県松山市）
　匿名希望 様（和歌山県海南市）
　中西 恕昭 様（大阪府堺市）
※ふるさと納税は、随時、受付を行っ

ています。
■問い合わせ先
　役場 総務課 企画情報係
　　☎０９８２−６７−３２０３

 卒業おめでとう！
中学校 卒業式

■期　日　３月16日（月）
■卒業生　合計27人
　（男子14人・女子13人）

【椎葉中学校】
 《上椎葉》尾前大地・黒木照紀・
　椎葉章雄・椎山環
 《尾八重》椎葉隆貴・椎葉夏海
 《鹿野遊》那須絵理夏・那須千鶴
 《尾向》椎葉頼貴・椎葉亮・尾前はるな・
　尾前瑞希・尾前りさ・椎葉唯
 《不土野》椎葉ひかり・那須祐美
 《小崎》椎葉恭平・椎葉大輔・日高雄斗
 《大河内》右田広大

【松尾中学校】
 《松尾》甲斐駿星・甲斐優太・
　鹿瀬竣介・中村勇貴・甲斐千明・
　出口真樹・那須悠理
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会 学校教育係
　　☎０９８２−６７−２８５０



Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●２月１日現在
　男　　1,599人（−2）
　女　　1,621人（−6）
　計　　3,220人（−8）
世帯数　1,262戸（−2）
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供託事務を行ってきた宮崎地方法務局 
日向支局が、３月23日（月）をもちまして、
延岡支局へ統合することになりました。
長年のご利用ありがとうございました。
■問い合わせ先
　宮崎地方法務局
　　総務課（宮崎市）
　　　☎０９８５−２２−５１２４（代表）
　　延岡支局
　　　☎０９８２−３３−２１７９
　　日向支局
　　　☎０９８２−５２−２９４４

※日向支局は平成21年３月19日
（木）までです。

楽しく運動 入って安心
「スポーツ安全保険」

■加入の手続　加入区分毎に５人以
上の団体が加入できます。椎葉村教
育委員会に備え付けの加入依頼書に
必要事項を記入し、掛金を添えて指
定銀行（宮崎銀行）の窓口へ提出し
てください。なお、前年度加入の団
体には３月上旬に発送されます。
■保険期間
　４月１日〜３月31日（１年間）
※中途の場合は入金日翌日より有効
■掛金（年額）　600円〜 1,600円
※掛金は対象者や事故の範囲等で異

なります。事前に確認してください。
なお、山岳登はん等の危険度の高
いスポーツ活動は9,000円です。

■問い合わせ先
　㈶スポーツ安全協会 宮崎県支部
　　☎０９８５−５５−３１３６
※詳しくはホームページをご覧くだ

さい。検索は「スポーツ安全協会」
及び「スポ安ねっと」で！

（スポーツ安全協会は、スポーツ及び社
会教育活動の普及振興に寄与する、
営利を目的としない公益法人です。）

　椎葉村教育委員会 社会教育係
　　☎０９８２−６７−２８５０

椎茸生産者のみなさん
カミキリ虫の被害に
ご注意ください！

　近年「ハラアカコブカミキリ」と
いうカミキリ虫による椎茸原木への
被害が見られます。この虫は３〜４

税の納期（３月分）
　納期限内に納めましょう。
　【国民健康保険税】（10期）
■納　期　限　３月31日
■口座振替日　３月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　３月10日（火）・４月14日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30 〜 12：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？ぜひご相談くださ
い。（電話でも対応いたします）
■期日　３月16日（月）・４月20日（月）
　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■時間　10：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　椎葉村社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

国民年金保険料
納付が困難なときは

免除制度があります！
退職（失業）には特例免除も！
　収入が少ないなどの理由で保険料
の納付が困難な方は、申請により平成
21年度の保険料（月額14,660円）の全
額または一部の納付が免除されます。
■対象となる方

１．前年所得が一定基準以下の方
２．失業、倒産、事業の廃止、天災

などにあったことが確認できる方
３．障がい者または寡婦であって、

前年の所得が125万円以下の方
４．生活保護法による生活扶助以

外の扶助を受けている方
５．特別障害給付金を支給されて

いる方
■申請をして承認されたら
　平成21年７月から平成22年６月分
まで、保険料の全額または一部の納
付が免除されます。
■問い合わせ先
　延岡社会保険事務所
　　☎０９８２−２１−５４２４
　役場 税務住民課 国民年金係
　　☎０９８２−６７−３２０５

あんまマッサージ・
高齢者等バス助成金の

請求はお早めに！
　「あんまマッサージ・はり・きゅう助
成金」と「高齢者・障がい者バス助
成金」の請求はお済みですか。２月ま
でのご利用分の請求は３月末、３月の
ご利用分は４月末が請求の締め切りと
なります。お忘れにならないよう、お
早めに手続をお済ませください。
　なお、請求には請求書と利用者証
を忘れずにお持ちください。
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２

法務局日向支局は
延岡支局に統合します

　これまで日向・入郷地区の不動産登
記事務、戸籍事務、人権擁護事務及び
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カメラ さんぽ

　かわいい姿の鬼さんと、鬼の帽子をか
ぶった福の神。力いっぱい豆をまき、自
分の中の泣き虫鬼やいじわる鬼を追い出
して、年の数だけ豆を食べました。今日
は２月３日、節分です。（松尾児童館）

かわいい鬼と福の神

　全国の中学校で行われるようになった「立
りっ

志
し

式
しき

」。武士社会で行わ
れていた元

げん

服
ぷく

の儀
ぎ

にちなんで、14歳（数えの15歳）になった人を祝
います。村内の中学校でも行われ、それぞれの目標が発表されました。

人生の目標掲
かか

げる立志の誓い

▲松尾中学校の２年生は３人。力強く書か
れた漢字からも、それぞれの思いが感じ
られます。（２月10日）

▲服
はっ

部
とり

赳
たけ

志
し

さんの歌のメッセージと日
ひ

高
だか

慶
けい

子
こ

さんのバイオリン演奏。
みんなで一緒にＧ

グ リ ー ン

ＲｅｅｅｅＮの「キセキ」とアンジェラ・アキの「手
紙」を歌いました。（２月20日・椎葉中学校）

オニは
そと〜

フクはうち〜
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春夏秋冬　まるごと椎葉

▲枯れ草の中から頭を出して、上椎葉ダムを見下
ろすフキノトウ（２月17日・桑の木原夢織園）

▲太陽に照らされて、青空に映える梅の花
　（２月17日・桑の木原）

▲菜の花の小さな花びらを、ミツバチが忙しそ
うに行ったり来たり（２月18日・旧岩屋戸）

　

寒
い
日
と
暖
か
い
日
を
繰
り
返
し
、

徐
々
に
芽
吹
く
小
さ
な
草
花
。
さ
っ
そ
く

足
に
花
粉
を
付
け
な
が
ら
、
せ
っ
せ
と
蜜

を
集
め
て
回
る
ミ
ツ
バ
チ
。
今
年
の
秋
に

は
た
く
さ
ん
の
「
ハ
チ
ミ
ツ
」
が
採
れ
る

の
で
は
。
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

三さ
ん

寒か
ん

四し

温お
ん

で　

　
　

春
の
足
音

▲民宿のお客さんが同行し樹液の回収を体験。木
にドリルで穴を開け、管を通してタンクの中へ。
ドリルの穴は、１年後にはふさがって無くなっ
ています。（２月21日）

▲樹液に匂いはなく無色透明。
　口に含むとほのかな甘味

　

カ
ナ
ダ
の
特
産
品
と
し
て
知
ら
れ
る

「
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
」。
カ
エ
デ
（
メ
ー

プ
ル
）
の
樹
液
を
煮
詰
め
て
作
り
ま
す
。

尾
八
重
地
区
で
林
業
と
森
の
民
宿
「
龍
神

館
」
を
営
む
椎
葉
英ひ

で

生お

さ
ん
（
67
歳
・
松

木
）
は
、
自
身
の
所
有
す
る
山
に
自
生
す

る
カ
エ
デ
の
木
か
ら
樹
液
を
集
め
、
こ
の

シ
ロ
ッ
プ
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

樹
液
が
採
れ
る
の
は
、
冬
か
ら
春
に
か
け

て
の
短
い
期
間
。
１
本
の
木
か
ら
採
れ
る

の
は
、多
い
と
き
で
１
日
約
５
リ
ッ
ト
ル
。

そ
れ
を
60
分
の
１
ほ
ど
に
煮
詰
め
る
と
、

メ
ー
プ
ル
独
特
の
風
味
た
だ
よ
う
、
お
い

し
い
シ
ロ
ッ
プ
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

森
の
恵
み
は

甘
い
シ
ロ
ッ
プ

▲森林インストラクターとして
も活躍する椎葉英生さん
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出
生　
お
め
で
と
う

　
　

蝉せ
み

尾お 

璃り

奈な 

ち
ゃ
ん

（
岩
屋
戸
下
）
省
一
・
り
か 

さ
ん

　
　

椎
葉 

海か
い

斗と 

く
ん

（
向
山
日
当
下
）
辰
徳
・
幸
代 

さ
ん

戸
籍
だ
よ
り
（
１
月
届
出
分
）

上
旬　

椎
茸
部
会
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

小
中
学
校
始
業
式

　
　
　

児
童
館
・
保
育
所
入
園
式

　
　
　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
（
〜
15
日
）

７
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

９
日　

中
学
校
入
学
式

10
日　

小
学
校
入
学
式

14
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

子
宮
が
ん
検
診
・
骨
密
度
検
査

　
　
　

子
牛
育
成
村
品
評
会（
那
須
橋
）

16
日　

村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

19
日　

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
春
季
大
会

　
　
　
　
（
村
体
育
館
）

　
　
　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

下
旬　

和
牛
改
良
組
合
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

園
芸
部
回
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

林
業
部
回
総
会（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

む
ら
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
協
議
会

　
　
　
　

総
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

26
日　

村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
（
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

28
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診
・
予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

４
月
の
主
な
行
事

おすすめの１冊

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより椎葉中学校寄
き

宿
しゅく

舎
しゃ

「醇
じゅん

和
わ

寮
りょう

」

椎葉中 ３年

黒木 照
てる

紀
き

 くん

　

こ
の
本
を
読
ん
で
僕
は
由
伸
を
尊

敬
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ン
ス
を
恐
れ
ず

に
堂
々
と
プ
ロ
と
い
う
証
を
プ
レ
ー

で
示
し
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

『
高
橋 

由
伸
』

　

華
麗
な
る
ス
ラ
ッ
ガ
ー 

（
旺
文
社
）

著 

／ 

鳥
飼 

新
市

椎葉中 ３年

尾前 はるな さん

　

こ
の
本
は
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る

話
で
す
。
次
に
な
に
が
起
こ
る
か
予

想
が
つ
き
ま
せ
ん
。
少
し
長
い
け
れ

ど
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。

『
盗
神
伝
〈
Ⅰ
〉』

ハ
ミ
ア
テ
ス
の
約
束
（
あ
か
ね
書
房
）

著 

／ 

Ｍ
・
Ｗ
・
タ
ー
ナ
ー

　

お
母
さ
ん
の
趣
味
は
懸
賞
の
応

募
。
そ
こ
に
届
い
た
当
選
品
。
箱
の

中
に
は
大
き
な
缶
が
一
つ
。『
春
に

な
っ
た
ら
あ
け
て
く
だ
さ
い
』
の
文

字
。
中
身
は
い
っ
た
い
何
か
な
？

『
春
に
な
っ
た
ら
あ
け
て
く
だ
さ
い
』

（
Ｂ
Ｌ
出
版
）

著 

／ 

増
井 

邦
恵

絵 

／ 

あ
べ
ま
れ
こ
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畑
が
無
く
て
も
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
先

で
Ｏ
Ｋ
！ 

い
つ
か
ら
で
も
始
め
ら

れ
る
人
気
野
菜
の
栽
培
絵
日
記
。
成

功
や
失
敗
体
験
か
ら
学
ん
だ
初
心
者

向
け
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
満
載
で
す
。

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

那
須 

菊
太
郎 

様
（
89
歳
）

　
　
　
　

小
崎
（
小
崎
）

　

椎
葉 

ヤ
ス
エ 

様
（
78
歳
）

　
　
　
　

尾
向
（
追
手
納
）

　

尾
前 

ケ
サ
ノ 

様
（
91
歳
）

　
　
　
　

尾
向
（
水
無
）

　

那
須 

ア
サ
ノ 

様
（
85
歳
）

　
　
　
　

松
尾
（
竹
の
八
重
）

　

椎
葉　

ト
ラ　

様
（
91
歳
）

　
　
　
　

上
椎
葉
（
中
一
）

　

椎
葉　

ミ
カ　

様
（
87
歳
）

　
　
　
　

小
崎
（
竹
の
枝
尾
日
当
）

　

中
瀬　

辰
夫　

様
（
77
歳
）

　
　
　
　

上
椎
葉
（
間
柏
原
）

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

椎
葉　

幸
一　

様
（
日
向
市
）

　
　
　
（
故 

椎
葉
サ
ツ
子 

様
）

　

椎
葉　

利
光　

様
（
追
手
納
）

　
　
　
（
故 

椎
葉
ヤ
ス
エ 

様
）

　

松
岡 

憲
三
郎 

様
（
岩
屋
戸
中
）

　
　
　
（
故 

花
田
サ
ダ
子 

様
）

　

中
瀬　

良
一　

様
（
狩
底
）

　
　
　
（
故 

中
瀬
ケ
イ
子 

様
）

　

那
須 

今
朝
夫 

様
（
小
崎
）

　
　
　
（
故 

那
須
菊
太
郎 

様
）

　

椎
葉　

勝
通　

様
（
上
椎
葉
中
一
）

　
　
　
（
故 

椎
葉　

ト
ラ 

様
）

　

中
瀬 

ミ
ツ
エ 

様
（
間
柏
原
）

　
　
　
（
故 

中
瀬　

辰
夫 

様
）

　

椎
葉 

と
き
子 

様
（
竹
の
枝
尾
日
当
）

　
　
　
（
故 

椎
葉　

ミ
カ 

様
）

　

黒
木　

憲
治　

様
（
中
山
）

　
　
　
（
故 

黒
木　

善
友 

様
）

『
プ
ラ
ン
タ
ー
で
楽
し
む

　
　

初
め
て
の
野
菜
づ
く
り
』

（
講
談
社
）

著 

／ 

相
川 

未
佳
、
出
川 

博
菜
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▼
な
な
な
ん
と
、
広
報
し
い
ば
12
月
号
（
平
家

ま
つ
り
２
０
０
８
特
集
号
）
が
県
の
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
・
広
報
紙
町
村
の
部
で
特
選
と
な
り
、

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
う
れ
し
い
と
言
う
よ
り
、
と
に

か
く
ビ
ッ
ク
リ
。
宮
崎
県
は
昨
年
の
県
の
代
表

が
全
国
で
特
選
に
選
ば
れ
た
ほ
ど
の
レ
ベ
ル
。

そ
の
中
で
、
広
報
し
い
ば
が
特
選
に
な
る
な
ど

考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引

き
続
き
組
写
真
の
部
で
努
力
賞
を
、
加
え
て
一

枚
写
真
の
部
で
も
努
力
賞
を
受
賞
し
、
ト
リ
プ

ル
受
賞
と
な
り
ま
し
た
▼
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん

の
方
に
迷
惑
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
方
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
広
報
し
い

ば
に
関
わ
る
す
べ
て
の
方
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
▼
さ
っ
そ
く
次
の
目
標
を
立
て

ま
す
。
今
度
は
写
真
の
部
で
特
選
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
前
に
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
何

か
賞
を
い
た
だ
け
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
な
ぁ

〜
。
っ
て
、
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
で
す
よ
ね
。

（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

近
年
、
全
国
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
立
志
式
。15
歳
を
迎
え
る
年
に
、

中
学
２
年
生
が
行
っ
て
い
ま
す
。
15
歳

は
義
務
教
育
最
後
の
年
。
中
学
校
を
卒

業
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
高
校
へ

進
学
し
、椎
葉
か
ら
離
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
人
生
に
お
い
て
も
大
き
な
起
点

と
も
な
る
15
歳
。
将
来
を
左
右
す
る

大
事
な
時
期
。
自
分
は
何
が
し
た
い
の

か
。
何
に
な
り
た
い
の
か
。
夢
を
持
ち
、

目
標
を
立
て
、
計
画
を
練
り
、
行
動
に

移
す
。「
為
せ
ば
成
る 

為
さ
ね
ば
成
ら

ぬ 

何
事
も 

成
ら
ぬ
は
人
の 

為
さ
ぬ
な

り
け
り
」
と
。
何
事
も
、
や
ろ
う
と
す

る
意
思
が

大
事
。〝
高

下
在
心
〟  

心
が
け
次

第
で
決
ま

り
ま
す
。

『
立
志
式
』

選
評
・
角　

光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

木
々
の
芽
の
わ
ず
か
膨
ら
み
空
青
き　
　

	

山
本　

和
枝

［
評
］
春
が
待
ち
遠
し
い
と
思
う
昨
今
、
何
か
兆
し
を
求
め
た
い
と
木
々
を
見
た
。

芽
は
着
実
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
し
か
も
空
の
色
は
既
に
春
、
自
然
と
は
有
り

難
い
。
季
語
と
し
て
は
芽
立
ち
、
芽
吹
く
、
芽
組
む
を
使
い
分
け
た
い
。

日
に
匂
ふ
梅
咲
く
古
城
清
々
し　

	

中
瀬　
　

汀

［
評
］〝
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
、
雲
白
く
遊
子
か
な
し
む･･･

〟
と
は
聞
こ
え

た
詩
。
藤
村
は
、
若
草
は
藉
く
に
よ
し
な
し
と
詩う

た

う
が
、
汀
俳
句
は
、
日
に

匂
ふ
梅
。
阿
吽
の
か
た
ち
。

阿
蘇
か
ら
の
雪
風
髄
に
沁
み
に
け
り　

	
那
須　
　

正

［
評
］
雪
ま
じ
り
の
強
風
が
、
巨
大
な
山
岳
か
ら
降
り
て
く
る
。
身
に
入
む
ど
こ
ろ
か

身
中
深
く
沁
む
。
大
変
な
こ
と
を
淡
々
と
詠
ま
れ
た
の
が
む
し
ろ
痛
々
し
い
。

《
入
選
》

わ
ら
べ
達
棒
手
担
い
で
土
龍
打

那
須　

瑞
穂

雪
の
山
獲
物
を
追
え
る
犬
の
群

　
　

〃

如
月
や
あ
っ
け
ら
か
ん
の
雑
木
山

那
須　
　

正

境

内

の

槌

音

の

中

大

く

さ

め

小
丸
川
河
童

春
光
の
池
の
底
な
る
濁
り
か
な

小
八
重
知
津
子

北

国

の

便

り

は

雪

に

桜

と

ぞ

黒
木
八
重
子

ひ
だ
ま
り
で
皆
ん
な
歌
お
う
春
の
歌

椎
葉　
　

満

水
辺
に
は
蕗
の
と
う
出
て
三
つ
四
つ

椎
葉
シ
ヅ
子

人
日
や
回
覧
板
を
留
守
へ
お
く

戸
辺　

好
郎

白
飯
の
旨
さ
引
き
立
つ
野
蒜
味
噌

尾
前
川
山
女
魚

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

　

吉
野
宮
神
社
は
、
諸
塚
村
と
美
郷
町
北

郷
区（
宇
納
間
）を
結
ぶ
標
高
七
百
メ
ー
ト

ル
の
尾
根
に
あ
っ
て
、
村
境
に
接
し
ま
す
。

五
百
年
前
の
室
町
時
代
に
南
朝
の
密
命
に
よ

り
、
肥
後
国（
熊
本
）に
向
か
う
途
中
、
こ
の

地
で
賊
に
襲
わ
れ
不
幸
に
も
命
を
落
と
し
た

琵
琶
盲
僧
を
祀ま

つ

っ
た
も
の
で
、
そ
の
命
日
に

あ
た
る
３
月
28
日
に
行
わ
れ
る
の
が
大
祭
で

す
。
そ
の
い
わ
れ
か
ら
座
頭
神
は
、
目
の
神

様
・
商
売
繁
盛
の
神
様
と
さ
れ
、
多
く
の
参

拝
客
が
訪
れ
ま
す
。
延
岡
の
お
大
師
さ
ん
祭

り
、
宇
納
間
の
地
蔵
さ
ん
祭
り
と
共
に
宮
崎

県
北
の
３
大
ま
つ
り
と
し
て
古
い
歴
史
と
伝

統
が
あ
り
ま
す
。
当
日
は
諸
塚
村
の
特
産

品
販
売
や
神
楽
だ
ん
ご
、
う
ど
ん
、
そ
ば
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

吉
野
宮
神
社
大
祭『
座
頭
神
祭
』

〜
室
町
時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
祭
り
〜

　

悠
久
の
森
に
琵
琶
の
音
が
響
く

　
　
　

日
本
で
た
だ
一
人
の
琵
琶
法
師

　
　
　
　
　
　

永
田
法
順
さ
ん
公
演

諸　

塚　

村

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
村
へ
行
こ
う
よ
！

■日時　３月28日（土）
■場所　諸塚村南川地区
　　　　吉野宮神社
■問い合わせ先  諸塚村観光協会
　☎０９８２−６５−０１７８
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　クルミ科サワグルミ属の落葉高木。椎葉の奥山に
もそろそろ芽吹きが近づき、春らしくなってきまし
た。見通しの良い山中の谷間ではすらりと直立し、
幹に縦に大きな溝が入った大木を見かけます。これ
がサワグルミで沢沿いによく生えるのでこの名がつ
きました。本村では単にクルミと呼ばれています。
日本全土と中国中部に分布します。樹高30m、直径
１m以上になり、樹皮は灰褐色で、枝は太くて少な
く亭々とした樹形です。葉は長さ約30cmにもなる
大きな奇数羽状複葉を互生します。雌雄同株で、長
さ40cmほどで翼を有した種子30余個を着けた果穂

を下垂し、風によ
り散布されます。
土石流などが起き
た攪乱された渓流
のガレ場を好む先
駆樹種のひとつで
す。通直な幹を持
つので木材は優良
に見えますが、淡
黄褐色の材はあま
り質が良くなく、
下駄やマッチ軸と
いった小物利用が
主体で、やや見か
け倒しの木です。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

サワグルミ
77

フェイス！
Face 
in March

22
歳
・
松
尾
（
栗
の
尾
）

勤
務
先
：
Ａ
コ
ー
プ
諸
塚
店

趣　

味
：
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　高校卒業後、東京に就職し半年前に椎葉に帰ってきま
した。温かい人情にふれながら充実した毎日を過ごして
います。人との和や、家族・友だちを大切にし笑顔で頑
張りますので、よろしくお願いします。

中な
か

竹た
け 

美み

幸ゆ
き 

さ
ん

笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

フ
ラ
は
美
し
く
て

開
放
的
な

ダ
ン
ス
で
す
！

バッキー＆ＯＫ
ダンシングチーム

未来にはばたけ！

甲斐　雫
しずく

 ちゃん
尾向（向山日添）

平成19年２月17日生まれ

おとうさん：喜徳 さん
おかあさん：美穂 さん

元気いっぱいで、お姉ちゃんに優し
い雫。これからも、お姉ちゃんと
仲良く、のびのびすくすく育ってね。

田
た

原
ばる

 愛
まな

望
み

 ちゃん
上椎葉（下３）

平成19年３月６日生まれ

おとうさん：直樹 さん
おかあさん：幸代 さん

ご飯大好きわんぱく娘。歌の上
手な愛望は将来アイドルスター♪
元気にすくすく育ってね。

14

　平成18年に結成したフラダンスチーム。メンバーは30代から70代
までの17人。チーム名は「バッキー（おばさん）でも楽しくダンス
ができますよ！」の意味。心と体の健康のため、毎週１回の練習を行っ
て、敬老会での披露や平寿園の訪問などを行っています。 　

右田 邦
く に

子
こ

 バッキー

フラダンス愛好会


